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長浜市の元気づくり

神照運動公園整備事業 ７億918万円

市民の健康と公
共の福祉を図るス
ポーツ・レクリエ
ーションの場とな
る市民プール(神照
町)の建設を進めま
した。

音楽でつながる地域クレッシェンド事業 432万円
北部地域を中心

に、市民との協働に
よる地域活性化と定
住化を促進するた
め、サマーミュージ
ックスクールや木之
本JAM BOXの開
催、ご当地ユニット
「Can'ce0浜姫」
による市の魅力のＰＲなど、音楽でつながる事業を展
開しました。

「交藝の郷・余呉」づくり　460万円

市民活動団体な
どと連携し、旧余
呉小学校を芸術や
創作活動の学舎と
して活用しながら、
北部地域の活性化
を図りました。

多文化共生事業　2,094万円
多文化共生のまち

づくりを推進するた
め、その指針に基づ
いた行動計画を策定
しました。また、外
国人集住都市会議の
座長都市を務め、関
係府省庁との意見調
整などを行いました。

環境にやさしい・住みよいまちづくり

長浜市再生可能エネルギー導入促進事業
4,204万円

市、家庭、企業、
地域や市民団体等
の取組みにより、
年間527.8万ｋW
ｈの再生可能エネ
ルギーを導入し、
年間目標(300万
kWh)を達成しま
した。

戦国の聖地・北近江創造事業(黒田官兵衛博覧会)_
3,022万円

黒田官兵衛博覧会
を開催して、黒田家
発祥の地を全国にＰ
Ｒするとともに、史
跡を案内するガイド
や巡回バスを運行す
ることで、滞在時間
の延長や宿泊客を増
やしました。

市民参加の里山づくり事業　701万円
虎御前山に里山

モデル林を設置し、
里山での森づくり
講座の開催や森づ
くり団体に貸し出
し用の機械・器具
等を整備し、市内
全域の里山保全に
取り組みました。

観光イベント開催事業　5,038万円

盆梅展、花火大会、あっ
ぱれ祭り等の魅力あるイベ
ントを開催し、観光客の誘
客を図りました。

観音文化振興事業　1,873万円
観音の里の魅力を

全国に発信する東京
観音展や瀬戸内寂聴
講演会を通じて、市
民に観音文化の魅力
を伝え、文化振興と
都市ブランドの育成
を図りました。

簡易水道統合事業　３億179万円

地域水道ビジョ
ンに基づき、安全
な水質の確保と安
定供給、老朽した
施設を更新するた
めの工事を進めま
した。

南田附神前線整備事業　１億1,847万円

市東部と、市西
部に位置する中心
市街地とを結ぶ重
要な路線として整
備しました。

奥びわ湖桜並木保全事業　284万円
西浅井地域の桜並木約

3,000本を「てんぐす病」
から守り、自然環境の保
全と地域ブランド化を図
るため、奥琵琶湖パーク
ウェイから湖岸にかけて
約280本の病枝の切除な
どを行い、まん延防止を
図りました。

スポーツイベント開催事業　959万円
生きがいづくり

とスポーツへの関
心を高め、市民ス
ポーツの振興を図
るため、各種大規
模スポーツイベン
トを開催しました。

平成25年度はこんなことに取り組みました
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すべての項目でクリア
自治体の財政が健全かどうかは下表5～9の指標で判断します。
本市の平成25年度決算に基づく健全化判断比率は、すべての指標において基準をクリアして

います。
ただし、基準をクリアすれば問題がないわけではなく、他の財政指標も含めて総合的に財政

状況を分析していく必要があります。
また、市町合併による普通交付税の特例措置期間が終了する平成33年度以降は指標が悪化す

ることも十分考えられるため、さらなる健全化を進めていきます。

5実質赤字比率

6連結実質赤字比率

7実質公債費比率

8将来負担比率

9資金不足比率

指　標 解　説 長浜市 県内平均 早期健全化基準※

財政規模に対する一般会計を対象とした
赤字の割合

財政規模に対する一般会計、特別会計、
企業会計すべての会計の赤字の割合

財政規模に対する年間の借金返済額の割
合。これが高いのは借金返済に縛られて
いることを意味します。
財政規模に対する将来負担が見込まれる
負債の割合。これが高いと、今後の財政
運営に問題が出る可能性が高くなります。

公営企業ごとの事業規模に対する資金不
足額の割合

赤字なし

赤字なし

11.1%

なし

なし

赤字団体なし

赤字団体なし

9.5%

23.2%

11.56%

16.56%

25.0%

350.0%

※ この基準をこえると、財政再建のための計画をつくり、立て直しに取り組む必要があります。


